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ま・ち・の・わ・だ・い

②

　　

３３
月月
2424
日
（
日
）、
せ
い
ざ
ん
病
院

日
（
日
）、
せ
い
ざ
ん
病
院

体
育
館
に
て
、
種
子
島
の
小
学
生
か
ら

体
育
館
に
て
、
種
子
島
の
小
学
生
か
ら

高
校
生
を
対
象
に
し
た
バ
ス
ケ
ッ
ト

高
校
生
を
対
象
に
し
た
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
３
Ｘ
３
（
ス
リ
ー
エ
ッ
ク
ス
ス

ボ
ー
ル
３
Ｘ
３
（
ス
リ
ー
エ
ッ
ク
ス
ス

リ
ー
）
体
験
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

リ
ー
）
体
験
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー
、
せ

　

こ
れ
は
種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー
、
せ

い
ざ
ん
病
院
、
の
ぞ
み
薬
局
の
３
社
が

い
ざ
ん
病
院
、
の
ぞ
み
薬
局
の
３
社
が

協
賛
し
、
競
技
の
普
及
と
子
ど
も
た
ち

協
賛
し
、
競
技
の
普
及
と
子
ど
も
た
ち

の
技
術
向
上
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

の
技
術
向
上
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
、
約

れ
、
約
2020
名
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し

名
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し

ま
し
た
。
プ
ロ
選
手
か
ら
基
礎
的
な
練

ま
し
た
。
プ
ロ
選
手
か
ら
基
礎
的
な
練

習
の
指
導
を
受
け
た
後
、
プ
ロ
選
手
と

習
の
指
導
を
受
け
た
後
、
プ
ロ
選
手
と

地
元
の
高
校
生
が
試
合
を
行
い
、
会
場

地
元
の
高
校
生
が
試
合
を
行
い
、
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

鹿
児
島
の
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
来
島
！

エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
ズ
鹿
児
島
３
Ｘ
３
体
験
会

　

４
月
15
日
（
月
）、
西
之
表
市
役
所

会
議
室
に
て
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

チ
ー
ム
の
解
散
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
５
月
６
日
の
発
足
以
来
、

長
い
方
で
３
年
間
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
携

わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン

の
充
填
・
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
接
種
・

接
種
後
の
経
過
観
察
、
時
に
は
容
態
が

悪
く
な
っ
た
方
へ
の
対
応
や
、
大
字
の

送
迎
バ
ス
へ
の
添
乗
な
ど
、
献
身
的
に

務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
従
事
し
て

来
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
チ
ー
ム

解
散
式

第
36
回
熊
毛
地
区
消
防
組
合
消
防
救
助
技
術
指
導
会

　　

４４
月月
1717
日
（
水
）、
西
之
表
消
防
署
に

日
（
水
）、
西
之
表
消
防
署
に

て
、
第

て
、
第
3636
回
熊
毛
地
区
消
防
組
合
消
防

回
熊
毛
地
区
消
防
組
合
消
防

救
助
技
術
指
導
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

救
助
技
術
指
導
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

熊
毛
管
内
か
ら
混
成
を
含
め
、
引
揚

　

熊
毛
管
内
か
ら
混
成
を
含
め
、
引
揚

救
助
の
部
に
３
チ
ー
ム
、
ほ
ふ
く
救
出

救
助
の
部
に
３
チ
ー
ム
、
ほ
ふ
く
救
出

の
部
に
９
チ
ー
ム
、
は
し
ご
登
は
ん
の

の
部
に
９
チ
ー
ム
、
は
し
ご
登
は
ん
の

部
に
１
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
救
助
に

部
に
１
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
救
助
に

係
る
安
全
確
実
性
や
所
要
時
間
を
競
い

係
る
安
全
確
実
性
や
所
要
時
間
を
競
い

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

各
項
目
の
標
準
基
準
を
ク
リ
ア
し
、

　

各
項
目
の
標
準
基
準
を
ク
リ
ア
し
、

審
査
に
通
っ
た
、
ほ
ふ
く
救
出
の
部
の

審
査
に
通
っ
た
、
ほ
ふ
く
救
出
の
部
の

２
チ
ー
ム
と
は
し
ご
登
は
ん
の
部
の
１

２
チ
ー
ム
と
は
し
ご
登
は
ん
の
部
の
１

名
が
、
５
月

名
が
、
５
月
3131
日
（
金
）
に
行
わ
れ
る

日
（
金
）
に
行
わ
れ
る

第第
4646
回
鹿
児
島
県
消
防
救
助
技
術
指
導

回
鹿
児
島
県
消
防
救
助
技
術
指
導

会
へ
出
場
し
ま
す
。

会
へ
出
場
し
ま
す
。

　

４
月

　

４
月
2222
日
（
月
）、
市
保
健
セ
ン
タ
ー

日
（
月
）、
市
保
健
セ
ン
タ
ー

す
こ
や
か
で
、
令
和
６
年
度
母
子
保
健

す
こ
や
か
で
、
令
和
６
年
度
母
子
保
健

推
進
員
会
総
会
を
開
催
し
、

推
進
員
会
総
会
を
開
催
し
、
1818
名
の
推

名
の
推

進
員
に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

進
員
に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

母
子
保
健
推
進
員
は
、
子
育
て
中
の

　

母
子
保
健
推
進
員
は
、
子
育
て
中
の

ご
家
庭
の
身
近
な
相
談
役
と
し
て
地
域

ご
家
庭
の
身
近
な
相
談
役
と
し
て
地
域

で
の
見
守
り
活
動
を
行
い
、
住
民
と
行

で
の
見
守
り
活
動
を
行
い
、
住
民
と
行

政
を
繋
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
躍
し
て

政
を
繋
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

妊
娠
や
子
育
て
に
つ
い
て
気
に
な
る

　

妊
娠
や
子
育
て
に
つ
い
て
気
に
な
る

こ
と
や
心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
母
子

こ
と
や
心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
母
子

保
健
推
進
員
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

保
健
推
進
員
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

妊
娠
・
子
育
て
の
悩
み
は
、
母
子
保
健
推
進
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
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ま・ち・の・わ・だ・い

③

　　

４４
月月
2626
日
（
金
）、
浦
田
海
水
浴
場
・

日
（
金
）、
浦
田
海
水
浴
場
・

キ
ャ
ン
プ
場
の
開
設
式
が
行
わ
れ
ま
し

キ
ャ
ン
プ
場
の
開
設
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
国
上
校
区
の
長
倉
義
秋
区
長
は「
美

た
。
国
上
校
区
の
長
倉
義
秋
区
長
は「
美

し
い
浦
田
海
水
浴
場
を
守
っ
て
い
く
た

し
い
浦
田
海
水
浴
場
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
、
国
上
校
区
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め

め
に
、
国
上
校
区
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め

多
く
の
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
協
力
を
い

多
く
の
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
清
掃
作
業
や
整
備
作
業

た
だ
き
な
が
ら
清
掃
作
業
や
整
備
作
業

を
行
っ
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
よ
り

を
行
っ
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
よ
り

も
更
な
る
賑
わ
い
を
目
指
し
て
い
き
た

も
更
な
る
賑
わ
い
を
目
指
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

神
事
の
後
に
は
、
校
長
先
生
の
ほ
ら

　

神
事
の
後
に
は
、
校
長
先
生
の
ほ
ら

貝
の
合
図
で
国
上
小
学
校
の
５
・
６
年

貝
の
合
図
で
国
上
小
学
校
の
５
・
６
年

生
の
児
童
が
海
へ
駆
け
出
し
、
初
泳
ぎ

生
の
児
童
が
海
へ
駆
け
出
し
、
初
泳
ぎ

を
披
露
し
ま
し
た
。

を
披
露
し
ま
し
た
。

浦
田
海
水
浴
場
で
海
開
き

　

４
月
27
日
（
土
）、
住
吉
小
学
校
の

相
撲
場
で
、
第
89
回
仲
良
し
相
撲
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
昭
和
初
期
に
親
戚
関

係
の
多
か
っ
た
住
吉
校
区
と
中
種
子
町

星
原
校
区
で
交
流
す
る
こ
と
を
目
的
に

始
ま
っ
た
大
会
で
、
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
も
あ
り
、
５
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　

両
校
区
か
ら
多
く
の
観
客
が
集
ま

り
、
お
母
さ
ん
た
ち
に
よ
る
土
俵
入
り

や
各
校
児
童
を
代
表
し
た
横
綱
の
土
俵

入
り
、
児
童
た
ち
に
よ
る
白
熱
し
た
取

組
み
に
会
場
は
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

仲
良
し
相
撲
大
会
（
住
吉
小
）

熊
毛
地
区
製
茶
共
進
会
開
催

　

５
月

　

５
月
1010
日
（
金
）、

日
（
金
）、
J
A
J
A
種
子
屋
久
会

種
子
屋
久
会

議
室
に
て
、
熊
毛
地
区
製
茶
共
進
会
が
開

議
室
に
て
、
熊
毛
地
区
製
茶
共
進
会
が
開

催
さ
れ
、市
内
茶
生
産
者
の

催
さ
れ
、市
内
茶
生
産
者
の
1818
点
を
含
む
、

点
を
含
む
、

合
計
合
計
2727
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

外
観
・
香
気
・
水
色
・
滋
味
な
ど
の
審

　

外
観
・
香
気
・
水
色
・
滋
味
な
ど
の
審

査
の
結
果
、

査
の
結
果
、((

農農))

種
子
島
茶
生
産
組
合

種
子
島
茶
生
産
組
合

の
中
村
良
二
さ
ん
が
栄
え
あ
る
１
等
に
輝

の
中
村
良
二
さ
ん
が
栄
え
あ
る
１
等
に
輝

き
、
市
内
生
産
者
５
名
が
８
位
ま
で
に
入

き
、
市
内
生
産
者
５
名
が
８
位
ま
で
に
入

賞
す
る
好
成
績
を
納
め
ま
し
た
。

賞
す
る
好
成
績
を
納
め
ま
し
た
。

　
「
日
本
一
早
い
走
り
新
茶
の
産
地
」
と

　
「
日
本
一
早
い
走
り
新
茶
の
産
地
」
と

し
て
の
銘
柄
確
立
及
び
生
産
者
の
経
営
安

し
て
の
銘
柄
確
立
及
び
生
産
者
の
経
営
安

定
を
目
指
し
て
い
く
た
め
、
生
産
者
同
士

定
を
目
指
し
て
い
く
た
め
、
生
産
者
同
士

が
学
び
合
い
、
士
気
向
上
の
機
会
と
な
る

が
学
び
合
い
、
士
気
向
上
の
機
会
と
な
る

大
変
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

大
変
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　　

５５
月
２
日
（
木
）、
安
城
小
学
校
の
児

童
た
ち
が
校
区
の
歴
史
を
知
る
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、児
童
と
教
職
員
だ
け
で
な
く
、

保
護
者
や
校
区
民
の
多
く
の
人
が
参
加

し
、
市
史
編
さ
ん
に
携
わ
っ
た
荒
河
翼
さ

ん
（
市
役
所
地
域
支
援
課
）
が
講
師
を
務

め
ま
し
た
。
参
加
し
た
児
童
や
保
護
者
か

ら
は
「
地
元
な
の
に
知
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
」「
神
社
や
石
塔
な
ど
が
建
て
ら
れ
た

経
緯
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
、
郷
土
の
歴
史
を
新
た

に
学
ぶ
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

校
区
の
歴
史
を
知
る
（
安
城
小
）

校
区
の
歴
史
を
知
る
（
安
城
小
）
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ま・ち・の・わ・だ・い

④

　

伊
藤
さ
ん
は
、
富
山
県
で
お
生
ま
れ
に

　

伊
藤
さ
ん
は
、
富
山
県
で
お
生
ま
れ
に

な
り
、
結
婚
後
、
３
男
１
女
の
子
宝
に
恵

な
り
、
結
婚
後
、
３
男
１
女
の
子
宝
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
家
庭
の
置
き
薬
を
販
売
す

ま
れ
ま
し
た
。
家
庭
の
置
き
薬
を
販
売
す

る
仕
事
を
し
て
お
り
、
仕
事
で
種
子
島
を

る
仕
事
を
し
て
お
り
、
仕
事
で
種
子
島
を

訪
れ
た
際
に
、
島
民
の
人
柄
の
良
さ
に
惹

訪
れ
た
際
に
、
島
民
の
人
柄
の
良
さ
に
惹

か
れ
て
移
住
を
決
断
し
た
そ
う
で
す
。

か
れ
て
移
住
を
決
断
し
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
、な
ご
み
苑
に
入
所
さ
れ
て
お
り
、

　

現
在
、な
ご
み
苑
に
入
所
さ
れ
て
お
り
、

お
誕
生
日
当
日
は
、
施
設
の
方
や
ご
家
族

お
誕
生
日
当
日
は
、
施
設
の
方
や
ご
家
族

に
囲
ま
れ
て
大
変
賑
や
か
な
お
祝
い
と
な

に
囲
ま
れ
て
大
変
賑
や
か
な
お
祝
い
と
な

り
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。

伊
藤　

義
松
さ
ん

〈
大
正
13
年
４
月
23
日
生
ま
れ
〉

　

５
月

　

５
月
1515
日日((

水水))
、「
民
生
委
員
・
児

、「
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
活
動
強
化
週
間
」
に
合
わ
せ

童
委
員
の
活
動
強
化
週
間
」
に
合
わ
せ

て
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん

て
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん

が
市
内
４
か
所
の
主
要
施
設
で
広
報
活

が
市
内
４
か
所
の
主
要
施
設
で
広
報
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
に

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
に

お
い
て
、
人
び
と
の
笑
顔
、
安
全
、
安

お
い
て
、
人
び
と
の
笑
顔
、
安
全
、
安

心
の
た
め
に
様
々
な
取
組
を
推
進
し
て

心
の
た
め
に
様
々
な
取
組
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　
「
生
活
上
の
心
配
ご
と
、
困
り
ご
と
を

　
「
生
活
上
の
心
配
ご
と
、
困
り
ご
と
を

ご
相
談
く
だ
さ
い
」
と
声
か
け
を
行
い

ご
相
談
く
だ
さ
い
」
と
声
か
け
を
行
い

な
が
ら
、
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。

な
が
ら
、
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

活
動
強
化
週
間
広
報
活
動

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

迫
田
さ
ん
は
、
結
婚
し
て
２
男
３
女
の

　

迫
田
さ
ん
は
、
結
婚
し
て
２
男
３
女
の

子
宝
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
夫
婦
で
農
業
を

子
宝
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
夫
婦
で
農
業
を

営
み
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
甘
藷
を
作
っ
て
き

営
み
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
甘
藷
を
作
っ
て
き

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

ご
飯
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
と
い
う
迫
田

　

ご
飯
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
と
い
う
迫
田

さ
ん
は
、
肉
や
魚
が
好
き
で
嫌
い
な
食
べ

さ
ん
は
、
肉
や
魚
が
好
き
で
嫌
い
な
食
べ

物
は
な
い
そ
う
で
す
。
ま
た
、「
花
を
育

物
は
な
い
そ
う
で
す
。
ま
た
、「
花
を
育

て
る
の
が
趣
味
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
だ

て
る
の
が
趣
味
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

さ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
ご
長
男
と
お
孫
さ
ん
も
一
緒
に

　

当
日
は
ご
長
男
と
お
孫
さ
ん
も
一
緒
に

笑
顔
あ
ふ
れ
る
お
祝
い
と
な
り
ま
し
た
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
お
祝
い
と
な
り
ま
し
た
。

迫
田　

甲
子
さ
ん

〈
大
正
13
年
４
月
10
日
生
ま
れ
〉

　

川
島
さ
ん
は
、
結
婚
後
、
４
女
の
子
宝

　

川
島
さ
ん
は
、
結
婚
後
、
４
女
の
子
宝

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
踊
り
が
大
好
き
で
、

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
踊
り
が
大
好
き
で
、

鹿
児
島
に
住
ん
で
い
た
頃
は
、
お
は
ら
節

鹿
児
島
に
住
ん
で
い
た
頃
は
、
お
は
ら
節

を
踊
っ
て
い
ま
し
た
。
地
元
に
帰
っ
て
か

を
踊
っ
て
い
ま
し
た
。
地
元
に
帰
っ
て
か

ら
は
、
本
市
の
寿
大
学
で
も
踊
り
を
披
露

ら
は
、
本
市
の
寿
大
学
で
も
踊
り
を
披
露

し
、
し
、
9090
歳
過
ぎ
ま
で
踊
り
を
続
け
て
い
た

歳
過
ぎ
ま
で
踊
り
を
続
け
て
い
た

そ
う
で
す
。

そ
う
で
す
。

　

現
在
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
百
合
砂
に
入

　

現
在
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
百
合
砂
に
入

所
さ
れ
て
お
り
、
お
誕
生
日
当
日
は
、
黒

所
さ
れ
て
お
り
、
お
誕
生
日
当
日
は
、
黒

色
の
綺
麗
な
着
物
を
着
て
「
今
で
も
踊
れ

色
の
綺
麗
な
着
物
を
着
て
「
今
で
も
踊
れ

ま
す
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
す
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

川
島　

ト
ヨ
さ
ん

〈
大
正
13
年
４
月
25
日
生
ま
れ
〉

皆
さ
ま
、
こ
れ
か
ら
も
末
永
く
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
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校区行政連絡員
校　区 氏 名 班数 世帯数 校　区 氏 名 班数 世帯数

榕　城 小倉　隆久 372 3,794 現　和 上妻　健一郎 70 577

上　西 塩﨑　義政 25 243 安　城 入鹿山　君徳 20 150

下　西 西村　俊夫 89 976 立　山 梶原　敏夫 10 44

国　上 長倉　義秋 55 471 中　割 奈尾　正友 5 49

伊　関 鎌倉　隆幸 23 194 古　田 窪田　良二 29 168

安　納 日髙　仙三 25 215 住　吉 押川　優幸 57 407

令和 6年度校区行政連絡員・行政連絡員名簿

行政連絡員
校区 集　落 氏 名 班数 世帯数 校区 集　落 氏 名 班数 世帯数 校区 集　落 氏 名 班数 世帯数

榕城

（26）

西 町 濱田　雅昭 14 150

下西

（7）

川 迎 大瀬　浩一郎 18 240

安城

（6）

平 山 川畑　和人 4 29
東 町 内田　節生 17 133 池 野 髙橋　栄一 16 210 平 園 入鹿山　君徳 1 4
洲之崎 中島　明信 12 150 塰 泊 長瀬　秀隆 20 200 上之町 河路　純弘 3 31
池 田 錨 　 幸 雄 5 46 上石寺 榎原　明弘 16 170 下之町 前之園　公告 6 45
天神町 河野　智英 4 80 下石寺 荒木　潮彦 8 55 川 脇 川原　敏文 1 6
田屋敷 羽生　純二 3 33 鞍 勇 中村　裕臣 4 45 大 野 山口　徹二 5 35
鴨女町 今鞍　隆志 23 320 若 宮 池浪　周二 7 56

立山

（5）

芦 野 髙 田 　 勉 2 8
野 首 中村　章二 34 285

国上

（9）

桜 園 内田　良一 7 59 御 牧 和田　純雄 2 7
松 畠 小山田　米也 65 600 白 石 森 　 俊 幸 2 13 立 山 武田　芳秀 3 14
中 西 荒木　善昭 10 160 野木平 戸川　信正 8 71 野 木 西中　一美 2 10
中 目 河本　文男 26 385 中 目 神﨑　和明 10 110 植 松 馬場　たづ子 1 5
小 牧 木原　博文 15 160 奥 春山　和敏 3 15

中割

（4）

千段峯 横山　武志 1 4
納 曽 長野　次男 10 114 久保田 下村　　春 4 30 生姜山 田仲　レイ子 1 19
中 野 牧 　 一 成 6 85 浦 田 伊東　鉄志 5 49 十六番 加藤　政広 2 18
城 戸川　雅博 10 103 湊 砂 坂 　 誠 6 66 万 波 村山　千代子 1 8

小牧野 鮫 島 　 誠 5 55 寺之門 横山　隆二 10 58

古田

（7）

十三番 田上　実雄 2 11
竹 鶴 川口　勇二 1 10

伊関

（4）

柳 原 下江　光男 5 48 二本松 山下　かおり 5 15
今年川 小 川 　 完 30 30 浜 脇 古田　一男 5 43 村之町 榎本　孝治 6 40
桃 園 江口　洋文 5 33 伊 関 長野　和秋 4 23 中之町 松田　弘人 4 40
岳之田 上 薗 　 勉 6 48 沖ケ浜田 古田　重美 9 80 上之町 黒﨑　裕一 4 32
平 田 三瀬　雅晴 2 20

安納

（4）

軍 場 大谷　英文 7 65 番屋峯 射場　勇治 2 24
牧之峯 古賀　照章 5 18 大 平 日髙　美喜男 5 55 平 松 岩下　真由美 6 6
本 立 榎本　勝一 5 70 峯 鎌田　忠靖 6 40

住吉

（8）

深 川 平山　一則 9 60
上之原町 串間　靜夫 17 287 下 郷 名越　大樹 7 55 里之町 長 野 　 修 6 37
美浜町 西 　 統 一 30 325

現和

（9）

庄司浦 長吉　輝久 12 90 中之町 後 藤 　 満 5 50
朝日が丘 橋口　隆治 12 94 田之脇 大田　健児 6 60 浜之町 東 　 兼 二 7 64

上西

（6）

池之久保 松本　敏孝 4 55 浅 川 河内　時紀 12 70 形之山 遠藤　芳和 4 29
枦之峯 長野　一廣 2 20 上之町 小山田　幸人 6 60 上能野 古 川 　 徹 12 78
横 山 長野　友喜 6 60 下之町 榎本　健二 7 55 下能野 丸山　いくこ 7 41
大花里 宮薗　正人 4 30 武 部 西川　健一 11 101 能野里 上畑　照夫 7 48
花里崎 花里　涼司 4 30 西 俣 園田　広幸 7 75 合　　　　　計 780 7,288大 崎 塩﨑　義直 5 48 川 氏 中道　健一 5 31

近 政 長田　政則 4 35

　本市には、小学校区単位で校区があり、その長である区長は、住民と行政とのパイプ役として行政の意向
を地域住民に、住民の意向を行政に伝えるといった両者間の調整を図っています。
　また、その校区の中に自治会（集落）があり、自治会長は自治会をまとめる責任者・対外的な会の意思を
伝える代表者としての役割があります。その他、生活安全や環境美化のための活動、交流・親睦のためのイ
ベントなど、自治会単位で行う事業や行事を実施するとともに、住民の意見を代表して行政に直接発言し、
暮らしやすいまちづくりのために活動しています。自治会には各班があり、地域において最も基本となる住
民自治組織です。回覧板をまわしたり広報紙を配ったり、顔の見える範囲（隣近所）がまとまっています。
　自治会加入など、校区長、自治会長の連絡先が必要な場合には地域支援課コミュニティ推進係までご連絡
ください。

■問合せ先　市役所地域支援課コミュニティ推進係　☎ 22‐1111内線 215
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 22‐1144（直通）

　４月 19日（金）、市民会館において「令和
６年度行政連絡員総会」を開催し、委嘱状交付、
永年勤続表彰の後、職務についての説明や市役
所各課から業務説明・連絡事項及び各種補助制
度について説明等を行いました。
【永年勤続表彰】(10年以上の長期勤続となる方）
〇校区行政連絡員
・小倉隆久（榕城校区）
・日高仙三（安納校区）※自治会長４年経験あり

⑤ 市政の窓2024.6 月号



⑥

西
之
表
市
の
台
所
事
情

西
之
表
市
の
台
所
事
情

■
問
合
せ
先

　

市
役
所
財
産
監
理
課
財
政
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
７
９
／
２
８
３

　

西
之
表
市
で
は
、
5
月
1
日
付
け
で
、
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
3
月
31
日
ま
で
の
「
西
之
表
市
財
政
事
情
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
地
方
交
付
税
、
国
・
県
の
補
助
金
等
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
地
方
自
治
法
の
規
定
に

基
づ
い
て
、
毎
年
5
月
と
11
月
に
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
の
最
終
予
算
見
込
額
（
３
月
追
加
補
正
予
算
後
、

繰
越
明
許
費
を
含
む
）
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
５
４
億
９
３
０
３
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
地
方
交
付
税
が
47
億
３
２
９
万
円
、
国
県
支
出
金
が

42
億
８
５
８
９
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
の
58
・
１
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
一
般
財
源
の
多
く
を
占
め
る
市
税
は
、
18
億
９
６
１
万
円
で

11
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
再
編
交
付
金
を
活
用
し
た
基
金
造
成
に
伴
う
総
務
費
が
、

43
億
５
４
１
万
円
と
な
り
、
全
体
の
27
・
８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

特
色
的
な
普
通
建
設
事
業
と
し
て
は
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
（
市
道
安
城
平
松
線
・
現
和
下
之
町
石
堂
線
）
１
億
円
、
農
道
整
備
事

業
１
億
円
、
交
通
安
全
対
策
事
業
（
通
学
路
緊
急
対
策
）
７
０
０
０
万
円
、

市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業
５
０
０
０
万
円
、公
営
住
宅
等
整
備
事
業
（
市

営
住
宅
整
備
事
業
）
４
０
０
０
万
円
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
状
況
を
測
定
す
る
３
つ
の
『
指
標
』
で
あ
る
財
政
力
指
数
・

経
常
収
支
比
率
・
実
質
公
債
費
比
率
は
、
令
和
４
年
度
決
算
に
お
い
て
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
や
経
常
経
費
の
見
直
し
を
行
い
、
市
民
の
視
点
を
基
本
と
し
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、
引
き
続
き
財
政
の
健
全
化
を
進
め
ま
す
。

１　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
最
終
予
算
（
見
込
）
の
状
況

歳入歳出総額　154 億 9,303 万円 3月追加補正予算後
【歳出】 【歳入】

地方交付税地方交付税
4,703,2934,703,293
30.4％30.4％

市債市債
551,114551,114
3.6％

国庫支出金国庫支出金
4,285,8934,285,893
27.7%27.7%

市税市税
1,809,6081,809,608
11.7%11.7%

県支出金
1,372,0591,372,059
8.9%8.9%

繰入金
1,056,455
6.8%

％％％％

5

２　

令
和
５
年
度

　
　
　
　

市
税
の
内
訳

　

市
税
の
う
ち
、
一
番
大
き
な

比
重
を
占
め
る
も
の
は
市
民
税

の
９
億
２
３
０
４
万
６
千
円
で
、

次
に
大
き
い
も
の
は
固
定
資

産
税
の
６
億
４
４
８
６
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

区　分 決算見込額
市 民 税 923,046
固 定 資 産 税 644,860
市 た ば こ 税 170,527
軽 自 動 車 税 80,253
都 市 計 画 税 22,974
合　計 1,841,660

【単位：千円】

【単位：千円】 【単位：千円】

民生費 民生費 
3,928,377 3,928,377 
25.4%25.4%

総務費 総務費 
4,305,4074,305,407
27.8%27.8%教育費 教育費 

1,148,9781,148,978
 7.4% 7.4%
衛生費 衛生費 
1,215,0081,215,008
7.8%7.8%

公債費 
1,125,737 
7.3%

農林水産業費 農林水産業費 
1,580,8391,580,839
10.2%10.2%

その他 その他 
1,210,1271,210,127
7.8%

3377
%

77. %8%7.7.8%8%
土木費 土木費 
978,552 978,552 
6.3%

その他その他
1,714,6031,714,603
10.9%..00.9.9

%%

市政の窓 2024.6 月号



３　

市
民
一
人
当
た
り
の
公
債
費
償
還
負
担
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
令
和
６
年
３
月
31
日
現
在
）

　

地
方
財
政
状
況
調
査
の
決
算

収
支
を
も
と
に
、
年
度
末
の
人

口
で
除
し
て
い
ま
す
。
５
年
度

は
３
月
追
加
補
正
予
算
後
の
予

算
額
で
積
算
し
て
い
ま
す
。 

　

公
債
費
は
、
借
入
金
の
返
済

額
の
こ
と
で
す
。
令
和
５
年
度

は
、
11
億
２
５
７
３
万
円
、
市

民
一
人
当
た
り
の
負
担
額
は

８
万
６
２
９
円
と
な
り
ま
し

た
。
令
和
５
年
度
末
の
地
方

債
（
借
入
金
）
残
高
見
込
額
は

82
億
６
３
９
５
万
円
に
な
る
予

定
で
す
。

79,524 79,605

85,912

80,629

78,000

74,000

68,000
R3 R4 R5 【年度】

【円】

R2

70,000
72,000

76,000

４　

市
民
一
人
当
た
り
の
歳
出
額
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

税
負
担
額
年
度
別
比
較

 【単位：円】

年度 市民 1人に
使われるお金

市民１人当たり
が納める税金

令和2年度 864,597 95,047
令和 3年度 824,926 98,045
令和 4年度 873,701 104,900
令和 5年度 1,087,075 131,905

　

市
民
一
人
に
使
わ
れ
る
お
金

と
納
め
る
税
金
は
、
当
該
年
度

の
地
方
財
政
状
況
調
査
の
決
算

収
支
を
も
と
に
、
年
度
末
の
人

口
で
除
し
て
い
ま
す
。 

　

市
民
一
人
に
使
わ
れ
る
お

金
は
、
昨
年
度
に
比
べ
約

21
万
３
千
円
の
増
（
約
24
・

４
％
増
）、
納
め
る
税
金
は
約

２
万
７
千
円
の
増
（
約
25
・
７
％

増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※なお、令和 5年度は、３月追加補正予算後の
予算額に対しての積算見込みです。

【単位：千円、％】

区 分 令和 5年度予算見込額
予算額 歳入執行額 執行率 歳出執行額 執行率

一 般 会 計 15,493,025 14,670,292 94.7 13,148,696 84.9

特別会計

国 民 健 康 保 険 2,272,537 2,166,486 95.3 2,159,358 95.0
交 通 災害共済事業 2,294 2,290 99.8 164 7.1
地 方 卸 売 市 場 3,819 3,754 98.3 3,450 90.3
介 護 保 険 2,267,586 2,258,156 99.6 2,123,428 93.6
後期高齢者医療保険 291,064 275,837 94.8 272,572 93.6

計 4,837,300 4,706,523 97.3 4,558,972 94.2
合 計 20,330,325 19,376,815 95.3 17,707,668 87.1

※最終予算見込における予算額は、3月追加補正予算後です。
※歳入歳出の執行については、繰越明許費を含んでいます。

５　

各
会
計
別
予
算
の

　
　

最
終
予
算
見
込
の
状
況

◎
西
之
表
市
の
財
政
状
況

　

財
政
状
況
を
測
定
す
る
３
つ
の
指
標
に
つ
い
て
下

表
を
見
て
み
る
と
、
財
政
力
指
数
は
、
類
似
団
体
（
人

口
、
産
業
構
造
が
類
似
し
た
団
体
）
の
平
均
値
と
比

べ
差
が
あ
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
財
政
力
指
数
が
高
い
ほ
ど
自
主
財
源
の
割
合
が

高
く
、
１
・
０
に
近
い
ほ
ど
財
政
力
が
強
い
団
体
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

経
常
収
支
比
率
は
、
類
似
団
体
平
均
値
を
下
回
っ

て
い
ま
す
が
、
公
債
費
な
ど
の
経
常
経
費
充
当
一
般

財
源
の
増
と
、
経
常
一
般
財
源
等
収
入
で
あ
る
地
方

交
付
税
や
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
の
減
に
よ
り
、
昨

年
度
よ
り
４
・
７
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

経
常
収
支
比
率
は
、
財
政
の
硬
直
化
を
示
す
指
標

で
、
一
般
的
に
財
政
の
余
力
を
測
る
こ
と
が
で
き
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
類
似
団
体
の
平
均
値
と
比

べ
て
、
数
値
は
上
回
っ
て
お
り
、
近
年
行
っ
た
大
型

普
通
建
設
事
業
に
よ
る
影
響
に
よ
る
も
の
で
す
。
実

質
公
債
費
比
率
は
、
地
方
団
体
の
収
入
に
対
す
る
負

債
返
済
の
割
合
を
示
す
も
の
で
、
18
％
以
上
だ
と
、

新
た
な
借
金
を
す
る
た
め
に
国
や
県
の
許
可
が
必
要

と
な
り
、
25
％
以
上
だ
と
借
金
を
制
限
さ
れ
ま
す
。

　

市
の
借
金
で
あ
る
地
方
債
残
高
は
、
借
入
の
抑
制

と
こ
れ
ま
で
の
繰
上
返
済
に
よ
り
平
成
13
年
度
の
約

１
７
５
億
円
を
ピ
ー
ク
に
毎
年
減
少
し
、
令
和
５
年

度
末
に
は
、
約
83
億
円
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　

今
後
も
な
お
一
層
、
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

区 分 令和
元年度

令和
2年度

令和
３年度

令和
4年度 類似団体内平均値

①財政力指数 0.27 0.28 0.27 0.27 0.38
②経常収支比率（%） 92.0 89.2 86.9 91.6 92.3
③実質公債費比率（%） 9.8 10.0 9.7 9.4 8.9

【西之表市の財政状況指標】

82,000
80,000

86,000
84,000

※歳入歳出執行額は、令和 6年 4月 17 日現在です。

市役所の財政状況を測定する３つの『指標』市役所の財政状況を測定する３つの『指標』
①財政基盤の強さを表す『財政力指数』
②財政の柔軟性をみる『経常収支比率』
③財政負担の程度を示す『実質公債費比率』

⑦ 市政の窓2024.6 月号



⑧

梅
雨
・
台
風
の
季
節
、

梅
雨
・
台
風
の
季
節
、

災
害
へ
の
備
え
を
お
願
い
し
ま
す

今
年
も
梅
雨
・
台
風
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

災
害
へ
の
対
策
に
十
分
な
備
え
を
お
願
い
し
ま

す
。

《
避
難
場
所
・
危
険
箇
所
の
確
認
》

お
住
ま
い
の
場
所
が
、
土
砂
災
害
の
危
険
箇
所

で
な
い
か
確
認
し
、
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
家

族
で
話
し
合
い
、
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
防
災

マ
ッ
プ
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
所
が
過
密
状
態
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
親
戚
や
友
人
の
家
な
ど
へ
の
避
難

も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

《
自
宅
や
勤
務
先
の
確
認
》

自
宅
や
勤
務
先
で
、
建
物
や
周
辺
に
危
険
な
場

所
が
な
い
か
確
認
し
、
早
め
に
修
理
や
補
強
を
済

ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
災
害
に
備
え
て

土
の
う
な
ど
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

《
側
溝
や
雨
ど
い
な
ど
の
点
検
》

側
溝
や
雨
ど
い
な
ど
に
詰
ま
り
が
あ
る
と
、
少

し
の
水
で
も
溢
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
こ
ま
め

な
掃
除
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
非
常
用
持
出
品
・
衛
生
用
品
の
準
備
》

電
灯
・
ラ
ジ
オ
・
食
料
な
ど
の
非
常
用
持
出
品

お
よ
び
衛
生
用
品
の
準
備
と
、
非
常
時
の
連
絡
手

段
に
な
る
携
帯
電
話
の
充
電
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

《
停
電
対
策
》

落
雷
や
断
線
に
よ
り
、
停
電
が
発
生
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
電
灯
・
ラ
ジ
オ
な
ど
に
使
う
乾
電

池
や
調
理
用
の
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、
非
常
食
な
ど
の

準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

《
避
難
の
際
は
要
配
慮
者
を
支
え
て
》

避
難
指
示
等
が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、
火
の
始
末

と
戸
締
り
を
し
、
落
ち
着
い
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
病
人
や
乳
幼
児
、
高
齢
者
な
ど
が
い
る
場
合
に

は
、
自
主
的
に
早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

《
避
難
行
動
》

避
難
の
際
は
、
な
る
べ
く
運
動
靴
や
丈
夫
な
服
装

を
着
用
し
、
切
れ
た
電
線
や
側
溝
な
ど
に
注
意
し
て

行
動
し
ま
し
ょ
う
。

《
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
》

屋
外
の
拡
声
ス
ピ
ー
カ
ー
や
、
屋
内
の
防
災
ラ
ジ

オ
に
て
、
警
報
発
令
な
ど
の
気
象
情
報
の
お
知
ら
せ

を
行
い
ま
す
。
防
災
上
重
要
な
放
送
の
場
合
、「
緊

急
放
送
」を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
停
電
に
備
え
、

防
災
ラ
ジ
オ
の
乾
電
池
が
切
れ
て
い
な
い
か
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

【避難に関する情報について】
警戒レベル 災害の状況 住民に求める行動 市の対応 気象庁等の情報

レベル 5 災害発生または切迫命の危険　直ちに安全確保！！ 緊急安全確保 大雨特別警報
氾濫発生情報

〈 警 戒 レ ベ ル ４ ま で に 必 ず 避 難 ！ 〉

レベル 4 災害のおそれ高い 危険な場所から全員避難 避難指示 土砂災害警戒情報
高潮特別警報　など

レベル 3 災害のおそれあり 危険な場所から高齢者等は避難 高齢者等避難 大雨警報（土砂災害）
洪水警報　など

レベル 2 気象状況悪化 避難行動を確認 ― 大雨注意報
洪水注意報　など

レベル 1 今後気象状況悪化のおそれ 災害の心構え ― 早期注意情報
（警報級の可能性）

【市内緊急避難場所】
避難場所

①市民会館（榕城中目） ⑥下西校区公民館（川迎） ⑪安城下之町公民館（安城下之町）
②市民体育館（鴨女町） ⑦国上中央公民館（国上中目） ⑫立山公民館（立山）
③老人福祉センター（松畠） ⑧伊関本村公民館（伊関） ⑬古田中央公民館（村之町）
④保健センターすこやか（榕城中目） ⑨安納小学校体育館（大平） ⑭こうのみね館（生姜山）
⑤上西区長事務所（大花里） ⑩現和区長事務所（現和下之町） ⑮住吉中央公民館（住吉中之町）

■問合せ先　市役所総務課防災消防係　☎ 22‐1111内線 205・206

《
防
災
ラ
ジ
オ
の
故
障
か
な
？
》

　

雷
等
の
影
響
に
よ
り
、「
放
送
が
流
れ
な
く
な

る
」「
英
語
の
よ
う
な
言
葉
が
流
れ
る
」
と
い
う

よ
う
な
症
状
が
起
こ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
時
は
《
リ
セ
ッ
ト
》
を
行
う
こ
と

で
、
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

手
順
：
①
コ
ン
セ
ン
ト
を
電
源
か
ら
抜
く
。
②
電

池
を
外
す
。
③
逆
の
手
順
で
元
に
戻
す
。

　

そ
れ
で
も
、
症
状
が
改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
、

無
償
で
交
換
し
ま
す
の
で
、
総
務
課
防
災
消
防
係

ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

市政の窓 2024.6 月号
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市政出前講座のご案内市政出前講座のご案内
　市民の皆様の集まる場所に出向き、市の施策や行政の取組みについて講話を行う出前講座を開催します。
【講座テーマ】下表のとおり、1日 2テーマ（1テーマ 30分から 90分程度）まで
【対象者】原則として市内に在住、在勤、在学している概ね 10人以上で構成された団体 ･グループの方
【時間】9時～ 21時 ( 日時の決定は担当課と要相談 )
【申込方法】事前に受講するテーマの担当課に相談の上、14日前までに申込書を地域支援課に提出してく
ださい。

1. 市政のしくみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（　）は所要時間…分
NoNo. テーマテーマ 担当課担当課 No.No. テーマテーマ 担当課担当課

11 市議会のしくみ（30～ 60）市議会のしくみ（30～ 60） 議会事務局議会事務局 77 情報公開制度と個人情報保護制度情報公開制度と個人情報保護制度
について（40）について（40） 総務課総務課

22 行財政改革の取組み（30）行財政改革の取組み（30） 企画課企画課 88 市税の種類としくみ（60）市税の種類としくみ（60） 税務課税務課
33 予算の仕組みと財政の状況（60）予算の仕組みと財政の状況（60） 財産監理課財産監理課 99 マイナンバーカードについて（30）マイナンバーカードについて（30）市民生活課市民生活課

44 市のまちづくりの取組みについて市のまちづくりの取組みについて
（40）（40） 企画課企画課 1010 監査のしくみ（30）監査のしくみ（30） 監査委員事務局監査委員事務局

55 各種助成制度について（30）各種助成制度について（30） 各担当課各担当課 1111 選挙のしくみ（30）選挙のしくみ（30） 選挙管理委員会選挙管理委員会
66 条例・規則について（30）条例・規則について（30） 総務課総務課

■申込・問合せ先　市役所地域支援課協働推進係
　　　　　　　　　　　☎ 22‐1111内線 214

西之表市　市政出前講座※申込書は、地域支援課備付および市ホームページに掲載。

2. プロジェクト
11 島元気郷たねがしま（30）島元気郷たねがしま（30） 地域支援課地域支援課 33 プラチナ社会（30）プラチナ社会（30） 経済観光課経済観光課

22 港町再生（30）港町再生（30） 経済観光課経済観光課 44 再生可能エネルギーに関する取組再生可能エネルギーに関する取組
みについて（30）みについて（30） 企画課企画課

3. 環境
11 環境問題とごみの問題（40）環境問題とごみの問題（40） 市民生活課市民生活課 22 混ぜるとごみ、分けると資源（40）混ぜるとごみ、分けると資源（40）市民生活課市民生活課
4. 農業

11 認定農業者制度のしくみと申請手認定農業者制度のしくみと申請手
続について（30）続について（30） 農林水産課農林水産課 33 多面的機能支払い交付金制度につ多面的機能支払い交付金制度につ

いて（30）いて（30） 農林水産課農林水産課

22 シカ被害の対策について（40）シカ被害の対策について（40） 農林水産課農林水産課
5. 保健・福祉
11 障がい者福祉を知ろう（30）障がい者福祉を知ろう（30） 福祉事務所福祉事務所 66 健康講座（60～ 90）健康講座（60～ 90） 健康保険課健康保険課
22 医療費助成制度について（30）医療費助成制度について（30） 福祉事務所福祉事務所 77 介護予防について（40）介護予防について（40） 高齢者支援課高齢者支援課
33 子育て支援について（30）子育て支援について（30） 福祉事務所福祉事務所 88 国民年金制度のあらまし（60）国民年金制度のあらまし（60） 健康保険課健康保険課
44 介護保険制度について（30）介護保険制度について（30） 高齢者支援課高齢者支援課 99 発達支援講座（60）発達支援講座（60） 福祉事務所福祉事務所
55 国民健康保険制度のしくみ（30）国民健康保険制度のしくみ（30） 健康保険課健康保険課
6. 文化・歴史・スポーツ

11 地域の歴史、文化財を知ろう（30地域の歴史、文化財を知ろう（30
～ 60）～ 60） 社会教育課社会教育課 22 市のスポーツ振興「誰でも気軽に市のスポーツ振興「誰でも気軽に

できるスポーツ活動」（60）できるスポーツ活動」（60） 社会教育課社会教育課

7. くらしと安全
11 男女共同参画社会づくり（30）男女共同参画社会づくり（30） 地域支援課地域支援課 55 防災について（30～ 50）防災について（30～ 50） 総務課総務課
22 消費生活相談について（30）消費生活相談について（30） 福祉事務所福祉事務所 66 公共交通のしくみ（30）公共交通のしくみ（30） 企画課企画課
33 交通安全（50）交通安全（50） 市民生活課市民生活課 77 今後の地域維持について (60)今後の地域維持について (60) 地域支援課地域支援課

44 水道（30）水道（30） 水道課水道課 88 空き家バンク制度について (30 ～空き家バンク制度について (30 ～
60)60) 地域支援課地域支援課

8. 教育

11 児童生徒の学力向上（30～ 60）児童生徒の学力向上（30～ 60） 学校教育課学校教育課 33 社会教育の推進について（30 ～社会教育の推進について（30 ～
60）60） 社会教育課社会教育課

22 いじめ問題（30～ 60）いじめ問題（30～ 60） 学校教育課学校教育課

市政の窓2024.6 月号
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～魅力ある観光地を目指して～～魅力ある観光地を目指して～
　種子島は、全国的に有名な鉄砲伝来やロケット、海を活かしたサーフィン、おいしい食など、観光地と　種子島は、全国的に有名な鉄砲伝来やロケット、海を活かしたサーフィン、おいしい食など、観光地と
してのポテンシャルは高いものの、圧倒的な自然環境を誇る世界自然遺産の屋久島と比較されることもあしてのポテンシャルは高いものの、圧倒的な自然環境を誇る世界自然遺産の屋久島と比較されることもあ
り、より一層の効果的な観光 PRが必要です。り、より一層の効果的な観光 PRが必要です。
　本市では、種子島がどこにも負けない魅力的な観光地となるように、令和 3年度から地域活性化起業人　本市では、種子島がどこにも負けない魅力的な観光地となるように、令和 3年度から地域活性化起業人
として日本航空（JAL）から後藤保彦氏を、令和 6年度から地域おこし協力隊（観光振興担当）として橋として日本航空（JAL）から後藤保彦氏を、令和 6年度から地域おこし協力隊（観光振興担当）として橋
口敏朗氏を招くなど、種子島観光協会と連携しながら観光 PRに力をいれてきました。口敏朗氏を招くなど、種子島観光協会と連携しながら観光 PRに力をいれてきました。
　これまでも効果的な観光 PRのため、インスタグラムやフェイスブックなどの SNSやユーチューブを活　これまでも効果的な観光 PRのため、インスタグラムやフェイスブックなどの SNSやユーチューブを活
用してきましたが、引き続き、多くの方々が種子島に興味を持っていただく新たな取り組みを積極的に展用してきましたが、引き続き、多くの方々が種子島に興味を持っていただく新たな取り組みを積極的に展
開していく必要があります。開していく必要があります。
　また本市では、海岸や名所などの観光地の清掃や観光 PRの勉強会など、有志によるボランティア活動　また本市では、海岸や名所などの観光地の清掃や観光 PRの勉強会など、有志によるボランティア活動
が活発であり、種子島の観光を支えていただいています。が活発であり、種子島の観光を支えていただいています。
　今後も、市民の皆様の観光へのご意見やアイデアなどを伺いながら魅力ある観光地を目指していきます。　今後も、市民の皆様の観光へのご意見やアイデアなどを伺いながら魅力ある観光地を目指していきます。

お
便
り
い
た
だ
き
ま
し
た

　

川
村
洋
子
さ
ん
（
岳
之
田
）
の

自
宅
の
庭
に
巣
を
作
っ
て
い
た
メ

ジ
ロ
。
巣
立
ち
を
迎
え
た
雛
の
ま

だ
お
ぼ
つ
か
な
い
姿
と
、
雛
に
与

え
よ
う
と
エ
サ
を
く
わ
え
な
が
ら

心
配
そ
う
に
近
く
で
見
守
る
親
鳥

の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
川
村
さ

ん
は
「
庭
に
メ
ジ
ロ
が
巣
を
作
る

な
ん
て
び
っ
く
り
。
蛇
な
ど
の
外

敵
か
ら
守
る
よ
い
場
所
を
見
つ
け

て
く
れ
た
の
か
も
」と
話
し
ま
し
た
。

〈
メ
ジ
ロ
の
雛
の
巣
立
ち
〉

写真：「ひだねびと。」取材風景（左から後藤・橋口、写真：「ひだねびと。」取材風景（左から後藤・橋口、
右から 2番目酒井会長（観光協会））右から 2番目酒井会長（観光協会））

SNS の登録はこちらから！SNSの登録はこちらから！
市民の皆様もぜひご覧ください！市民の皆様もぜひご覧ください！

西之表市西之表市
経済観光課経済観光課
facebook

西之表市西之表市
経済観光課経済観光課
instagram

現在、観光協会と連携現在、観光協会と連携
し、新たな SNS 企画「ひし、新たな SNS 企画「ひ
だねびと。」を制作中！だねびと。」を制作中！
乞うご期待！乞うご期待！

　市では、災害が発生した際に、高齢者等を地域住民が支援する体制を整えるため、普段から関係機関（消　市では、災害が発生した際に、高齢者等を地域住民が支援する体制を整えるため、普段から関係機関（消
防団、自主防災組織等）に、名簿（氏名・住所・連絡先等）を共有することが大事であると考えています。防団、自主防災組織等）に、名簿（氏名・住所・連絡先等）を共有することが大事であると考えています。
　今後、市内の避難行動要支援者に「避難行動要支援者名簿情報提供同意書」を郵送しますので、関係機　今後、市内の避難行動要支援者に「避難行動要支援者名簿情報提供同意書」を郵送しますので、関係機
関に情報提供をしてもよい場合は、同封の返信用封筒にて返信をお願いし関に情報提供をしてもよい場合は、同封の返信用封筒にて返信をお願いし
ます。ご家族等におかれても、同意書の提出について、ご確認いただくよます。ご家族等におかれても、同意書の提出について、ご確認いただくよ
うお願いします。うお願いします。
（※情報提供を希望されない場合は、返信不要です）（※情報提供を希望されない場合は、返信不要です）

避難行動要支援者（高齢者等）名簿作成に係る情報提供について

■問合せ先　市役所総務課防災消防係　☎ 22‐1111内線 205・206

■問合せ先　市役所経済観光課観光交流係　☎ 22‐1111内線 272・273

▲エサをくわえるメジロの親鳥 ▲メジロの雛

市政の窓 2024.6 月号
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　「お知らせ」、「募集」、「イベント」などの情報を
お届けします。

お 知 ら せ

　市では、種子島高校への入学生確保のため、遠
方からの高校生の住宅確保に向けた取組を行って
います。
　生徒を居住（下宿）させることが可能な施設（自
宅）があり、下宿等を営む意向のある方は、市役
所企画課にご連絡ください。
　また民宿等を営む方で、長期的な受入が可能な
方についても、お問い合わせください。
〇受入にあたって
・個室を提供できること
・食事の提供ができること
・トイレ、浴室等の共用スペースを利用できること。
・１～３年の期間で契約できること
※下宿のための費用補助や下宿代の補助制度があ
りますので、お問い合わせください。

種子高生の下宿を募集

■問合せ先　市役所企画課政策推進係
　☎ 22‐1111内線 211

海上保安官募集案内

〈海上保安学校学生採用試験（2025 年４月採用）〉
【受付期間】7月 16日（火）～７月 25日（木）　
※インターネット受付
【試験日】第 1次試験日：９月 22 日（日）、第２
次試験日：10月 15日（火）～ 10月 24日（木）、
最終合格発表日：11 月 19 日（火）（航空課程を
除く）、第３次試験日：11 月 30 日（土）～ 12
月 10日（火）（航空課程のみ）・最終合格発表日：
2025年 1月 16日（木）（航空課程のみ）
【受験資格】
ア．2024（令和６）年４月１日において高等学校
又は中等教育学校を卒業した日の翌日から起算して
12 年を経過していない者及び 2025（令和７）年
３月までに高等学校又は中等教育学校を卒業する見
込みの者
イ．高等専門学校の第３学年の課程を修了した者
であって、2024（令和６）年４月 1日において当
該課程を修了した日の翌日から起算して12年を経
過していない者など人事院がアに掲げる者と同等
の資格があると認める者
〈海上保安大学校学生採用試験（2025 年４月採用）〉
【受付期間】８月 22 日（木）～９月 4日（水）　
※インターネット受付
【試験日】第１次試験日：10 月 26 日（土）及び
10月 27日（日）、第２次試験日：12月 13日（金）
最終合格発表日：2025年１月 16日（木）
【受験資格】
ア．2024（令和６）年４月１日において高等学校
又は中等教育学校を卒業した日の翌日から起算して
２年を経過していない者及び 2025（令和７）年３
月までに高等学校又は中等教育学校を卒業する見込
みの者
イ．高等専門学校第３学年の課程を修了した者で
あって、2024（令和６）年４月１日において当該
課程を修了した日の翌日から起算して２年を経過
していない者など人事院がアに掲げる者と同等の
資格があると認める者

■問合せ先　第十管区海上保安本部総務部人事課
　　　　　　☎ 099‐250‐9800
　詳細については、人事院ホームページ「国家
　公務員試験採用情報NAVI」をご覧ください。

■問合せ先　市保健センターすこやか
　☎ 24‐3233

禁煙週間及び禁煙相談会
　5月 31日は「世界禁煙デー」です。日本では 5
月 31日から 6月 6日を「禁煙週間」と定めてい
ます。今年度は『たばこの健康影響を知ろう！～
たばことCOPDの関係性～』が禁煙週間のテーマ
です。
　COPDとは、たばこの煙などの有害物質が原因
で肺が炎症を起こし、呼吸がしにくくなる病気で
す。日本では原因の90％以上が喫煙によるものと
言われています。
　自分のために、周りの人のために、禁煙に取り
組んでみませんか。保健センターでは喫煙と健康
について考える機会として禁煙相談会を開催しま
す。この機会にぜひご相談ください。
※相談会は申し込みが必要です。
【日時】5月 31日（金）～ 6月 6日（木）
　　　　14時～ 16時
【場所】保健センターすこやか

▶申込みはこちらから
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発
達
性
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
を
ご
存
知
で
す
か
？
②

　

前
回
は
、
読
み
書
き
に
困
っ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の
相
談
が
多
い
こ
と
、
そ

う
し
た
子
ど
も
た
ち
が
発
達
性
の
デ
ィ

ス
レ
ク
シ
ア
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ

と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
発
達
性
の
デ
ィ
ス
レ
ク
シ

ア
を
抱
え
て
い
る
場
合
の
困
り
感
に
関

し
て
さ
ら
に
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

低
学
年
で
あ
れ
ば
文
字
の
習
得
に
時

間
が
か
か
る
た
め
音
読
や
作
文
に
苦
戦

し
ま
す
が
、
学
年
が
上
が
る
と
、
漢
字

学
習
や
文
章
の
読
解
に
苦
し
ん
で
い

る
子
ど
も
た
ち
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
音
読
そ
の
も
の
は
学
年
が
上
が
る

に
つ
れ
て
あ
る
程
度
滑
ら
か
に
行
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
読
み
な
が
ら
同

時
に
そ
の
内
容
を
解
釈
し
て
い
く
こ
と

が
難
し
い
た
め
で
す
。

　

こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
普
段
の

ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
で
は
な
か
な
か
点
数

が
と
れ
ま
せ
ん
が
、
同
じ
内
容
で
あ
っ

て
も
口
頭
で
質
問
し
て
み
る
と
ス
ラ
ス

ラ
と
正
し
く
回
答
で
き
ま
す
。
発
達
性

の
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
を
抱
え
て
い
る
場

合
、
あ
る
程
度
流
暢
に
音
読
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
も
文
字
情
報
を
正
確
に

素
早
く
解
釈
す
る
こ
と
が
ひ
と
い
ち
ば

い
難
し
い
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
は
本
人
の
努
力
不
足
や

育
て
方
の
せ
い
で
は
な
い
の
で
、
発
達
性

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
を
抱
え
て
い
る
場
合

は
、
そ
れ
に
応
じ
た
適
切
な
支
援
が
必
要

と
さ
れ
ま
す
。

　

文
字
情
報
だ
け
を
与
え
る
の
で
は
な

く
、
併
せ
て
聴
覚
的
な
情
報
を
保
障
し
て

い
く
こ
と
が
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
そ
の
結
果
か
ら
本
人
が
評
価
さ
れ
る
テ

ス
ト
場
面
な
ど
で
問
題
文
を
読
み
上
げ
る

等
の
支
援
が
伴
わ
な
け
れ
ば
、
本
人
の
実

力
は
正
当
に
評
価
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

う
で
し
ょ
う
。

　

こ
う
い
っ
た
支
援
を
必
要
と
す
る
発
達

性
の
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
で
あ
ろ
う
子
ど
も

た
ち
が
、
ま
だ
ま
だ
そ
う
と
は
認
知
さ
れ

な
い
ま
ま
に
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
現
状
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
本
来
学

び
の
場
で
あ
る
学
校
で
続
い
た
場
合
、
本

人
が
ど
ん
な
心
境
に
な
る
の
か
は
想
像
に

難
く
な
い
で
し
ょ
う
。
早
期
発
見
・
早
期

支
援
が
叫
ば
れ
て
い
る
由

縁
で
す
。（
次
号
に
続
く
） ▲

自
立
支
援
協
議
会

▲
自
立
支
援
協
議
会

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

✓ 本人確認書類になったり、様々な行政手続きに使用できたり・・・
✓ マイナンバーカードの健康保険証利用申込をした人はマイナポータルで自分の医療に
関する情報が閲覧できます。

■問合せ先　■問合せ先　市役所健康保険課国保年金係　☎ 22‐1111（内線 312）市役所健康保険課国保年金係　☎ 22‐1111（内線 312）

※マイナンバーカードの利用シーン、使い方の詳細についてはこちらをご確認ください▶

国　保　だ　よ　り国　保　だ　よ　り
マイナンバーカードでできることが広がっています！

１ 健康保険証としても利用でき、過去の診療や処方せんの情報も確認可能！
　マイナンバーカードの健康保険証利用申込をした方は、特定健診情報、診療・薬剤情報、
医療費通知情報をマイナポータルから確認できます。
本人の同意のもと、医師・薬剤師と特定健診・診療・薬剤情報などが共有でき、より良い

医療を受けることができます。

２ マイナポータル上で自分の医療情報を確認し、健康づくりに活用できる！
　生活習慣病は自覚症状がないまま進行するケースが多いため、定期的に自分の健康状態を
確認することが非常に大切です。
毎年１回の特定健診受診と併せ、マイナポータルで自分の医療に関する情報を確認し、生毎年１回の特定健診受診と併せ、マイナポータルで自分の医療に関する情報を確認し、生

活習慣病予防に努めましょう！活習慣病予防に努めましょう！

⑫市政の窓 2024.6 月号



市
長
独
言
№ 86
…
港
町
再
生
の
羅
針
盤

　

青
い
表
紙
の
真
新
し
い
「
西
之
表
市
史
」
の
頁
を
め
く
り
、
最
終
氷
期
（
約
７
・
５
万
年

前
〜
１
・
５
万
年
前
）
の
種
子
島
を
想
像
し
ま
し
た
。
大
陸
に
氷
河
が
で
き
、
海
水
面
は
今

よ
り
百
㍍
以
上
下
が
っ
て
い
た
の
で
、
大
隅
半
島
と
は
陸
続
き
、
馬
毛
島
や
屋
久
島
と
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
し
た
。
旧
石
器
人
が
生
活
し
て
い
た
約
３
・
５
万
年
前
に
は
海
水
面
が
や
や

上
が
り
、
大
隅
海
峡
が
で
き
ま
し
た
が
、
種
子
島
、
馬
毛
島
、
屋
久
島
は
一
つ
な
が
り
の
島

だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
そ
う
で
す
（
上
巻　

第
一
編　

自
然
）。

　

本
市
は
こ
れ
ま
で
、
歴
史
や
民
俗
、
自
然
、
行
政
史
を
ま
と
め
た
自
治
体
史
を
発
行
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
編
さ
ん
は
、
明
治
時
代
以
降
に
絞
っ
た
「
西
之
表
市
百
年
史
」

や
島
主
・
種
子
島
家
の
記
録
「
種
子
島
家
譜
」
な
ど

先
人
の
遺
産
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
未
記
述
の
領
域
を

綴
る
狙
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
住
吉
・
形
之
山
で
発
見
さ
れ
た
象
の
骨

の
地
層
が
１
３
０
万
年
前
の
も
の
だ
と
か
、
古
墳
の

つ
く
ら
れ
な
か
っ
た
島
の
埋
葬
遺
跡
の
こ
と
、
律
令

国
家
の
地
方
行
政
機
関
だ
っ
た
多
褹
嶋
（
た
ね
と
う
）

が
廃
止
さ
れ
、
大
隈
国
に
併
合
さ
れ
た
時
代
の
こ
と

な
ど
数
々
の
事
実
を
整
理
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

全
編
読
破
は
ま
だ
先
で
す
が
、
個
人
的
に
興
味
を

ひ
か
れ
る
一
つ
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
種

子
島
と
琉
球
と
の
交
易
・
交
流
。
赤
尾
木
港
を
出
帆
し
た
船
頭
た
ち
の
活
躍
や
、
エ
ラ
ブ
ウ

ミ
ヘ
ビ
を
獲
る
た
め
に
久
高
島
の
漁
民
た
ち
が
種
子
島
に
来
島
し
た
こ
と
な
ど
、
新
資
料
発

掘
も
交
え
て
、
歴
史
を
身
近
に
読
ま
せ
ま
す
。

　

市
制
施
行
60
周
年
を
記
念
し
て
５
年
間
を
か
け
た
上
下
巻
は
計
約
２
０
０
０
ペ
ー
ジ
。
先

史
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
通
史
に
市
内
12
校
区
の
校
区
史
を
加
え
た
の
が
特
徴
の
一
つ
で
す
。

　

市
史
は
郷
土
へ
の
誇
り
を
高
め
、
今
を
生
き
る
人
々
の
心
の
糧
と
な
り
、
子
孫
の
未
来
を

照
ら
す
鏡
と
な
る
は
ず
で
す
。
市
制
施
行
の
１
９
５
８
（
昭
和
３
３
）
年
頃
に
は
、
現
在
の

倍
以
上
の
約
３
万
４
０
０
０
人
の
人
口
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
の
頃
の
活
気
を
思
い
浮
か
べ
、

「
港
町
再
生
」
の
羅
針
盤
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

上下２巻の「西之表市史」

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

【材料】（作りやすい分量）
あざみ…1kg
濃口醤油…100㏄
薄口醬油…50㏄

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう

【作り方】
① あざみは葉を落としてきれいに洗い、4～ 5㎝位に
　切り、鍋にたっぷりの水を入れてよくゆでてアクを抜く。
　（圧力鍋で 15～ 20分加熱しても良い）
② ザルで①の水をきり、鍋に入れ、醤油と酢を入れ沸騰させる。
③ 沸騰したら弱火にして砂糖を加えてコトコト煮る。
④ 時々、上下を返してよく染み込ませる。時々、上下を返してよく染み込ませる。
⑤ 最後にみりんを入れて、つやをだす。⑤ 最後にみりんを入れて、つやをだす。
※好みでゴマやかつお節、しいたけを入れてもおいしいです。※好みでゴマやかつお節、しいたけを入れてもおいしいです。

「あざみの佃煮」「あざみの佃煮」
第205 弾第 205 弾

酢…100㏄
砂糖…200～ 250g
みりん…100㏄

ポイントポイント
　弱火でゆっくり煮ることで　弱火でゆっくり煮ることで
　おいしい仕上がりに。　おいしい仕上がりに。

⑬ 市政の窓2024.6 月号



■問合せ先　市役所地域支援課
　☎ 22‐1111内線 214・215

◆集落支援員着任

　地元の住吉校区で地域のために働くことができ、うれしく思いま
す。住吉校区担当の集落支援員として、高齢者支援を中心に地域福
祉に貢献できるように活動したいと思っています。
　一人ひとりが住みやすい住吉校区になるよう校区民の皆様と協力
しながら地域の活性化に努めて参ります。

住吉校区担当　上妻幸代支援員（写真右）

　４月 20日（土）、大阪市「バトゥール大阪ホテル バリタワー
天王寺店」において、関西地区出郷者の会「関西種子島あか
おぎ会」総会が開催されました。約100名が出席し、総会後
は懇親会も行われ、出席者は和やかなひとときを過ごすこと
ができました。

◆出郷者会情報
第 33回関西種子島あかおぎ会総会開催！

第 22回東海西之表会の開催について
　東海地区出郷者の会「東海西之表会」（会長 : 榎元嘉満氏）が、
以下のとおり開催される予定です。
　日時：７月７日（日）12時 00分～
　会場：アイリス愛知（愛知県名古屋市中区）

第 24回関東種子島会の開催について
　関東地区出郷者の会「関東種子島会」（会長 : 桑山貢氏）が、
以下のとおり開催される予定です。
　日時：７月 14日（日）12時 00分～（受付 11時 00分～）
　会場：アルカディア市ヶ谷私学会館（東京都千代田区）

▲関西種子島あかおぎ会総会での一枚
（河野博嗣会長と八板市長）

出郷者の皆さまの出郷者の皆さまの

ご参加をお待ちして
います！

ご参加をお待ちして
います！

心
地
よ
い
風
に
揺
ら
れ
な
が
ら

　

４
月
26
日
（
金
）、
今
年
も
25
匹
の
こ
い
の
ぼ

り
が
甲
女
川
の
上
を
心
地
よ
い
風
に
揺
ら
れ
な

が
ら
泳
ぎ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
６
名
の
方
々
か
ら
こ
い
の
ぼ
り

の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
年
度
以
降
も
、

大
切
に
掲
揚
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
い
の
ぼ
り
の
寄
附

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
寄
附
者
】

馬
場
梓
さ
ん
、
秋
山
繁
さ
ん
、
鈴
木
勲
さ
ん

ほ
か
３
名
の
方
々

■
問
合
せ
先

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

☎
２
２
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
５
７
／
２
５
８
）

▲散歩に訪れためいろうこども園の園児たち
　気持ちよさそうに泳ぐこいのぼりを見学

⑭市政の窓 2024.6 月号



№ 256

■
問
合
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
／
２
５
８

　第 36回子ども芸術祭典が本市で開催されます。是非、ご
来場ください。
【日にち】令和６年６月６日（木）
【時　間】午後７時００分～午後８時００分
　　　　（午後６時３０分開場）
【場　所】西之表市勤労青少年ホーム 
【入場料】無料（予約不要：直接ご来場ください。）

《公演案内》
人形劇団クラルテ「おきゃく、おことわり？」

※駐車場に限りがありますので、お車でお越しの
場合は、なるべく乗り合わせの上お越しください。

◀市ホームページ 

受講生募集中　生涯学習市民講座
　全 11講座の受講生を募集しています。講座を受ける目的は十人十色。教養を高めるため、
健康・体力づくりのため、生きがいづくりのため、仲間づくりのためなど、それぞれの目的で
講座をお楽しみください。
【募集期間】６月３日（月）まで
【申込方法】往復ハガキ、電子メール、電話、社会教育課 (市役所４階 )窓口
【受 講 料】 1 人 1講座につき 一律１，０００円　※ 材料費などは別途実費負担
   ※詳細は、５月 10日に全戸配布した募集チラシ・市ホームページをご確認ください。

◀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

⑮ 市政の窓2024.6 月号



知
っ
得

知
っ
得
！！

年
金
年
金  
シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

　

■
問
合
せ
先　

■
問
合
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

消
費
生
活

　
　
　
　
　
　

    

の
窓

■
消
費
生
活
で
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

　

西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　

☎
２
２
‐
1
1
1
1 

内
線
3
０
６

　

鹿
児
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　

☎
0
9
9
‐
2
2
4
‐
0
9
9
9

国
産
果
実
の
は
ず
が
外
国
産
…

国
産
果
実
の
は
ず
が
外
国
産
…

　

果
実
加
工
品
の
通
販
サ
イ
ト
に
注
意
！

　

果
実
加
工
品
の
通
販
サ
イ
ト
に
注
意
！

《
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
》

◆
通
販
サ
イ
ト
で
国
産
果
実
を
使
用
し
た
加
工
品
を
注
文
し
た
が
、
届
い
た

商
品
が
外
国
産
だ
っ
た
な
ど
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
サ
イ
ト
は
、
商
品
の
産
地
を
偽
る
悪
質
サ
イ
ト
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◆
支
払
っ
て
し
ま
う
と
返
金
は
非
常
に
困
難
で
す
。
サ
イ
ト
内
に
販
売
業
者

の
所
在
地
や
連
絡
先
が
表
示
さ
れ
て
い
る
か
、
価
格
が
異
常
に
安
く
な
い
か
、

日
本
語
が
不
自
然
で
は
な
い
か
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
支
払
い
が
代
引
き
の
場
合
、
送
り
状
の
「
依
頼
人
」
を
確
認
し
、
注
文
し

た
販
売
業
者
と
違
っ
た
り
、
不
審
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
代
金
を
支
払
わ
ず
、

商
品
の
受
け
取
り
を
拒
否
し
ま
し
ょ
う
。

◆
不
安
を
感
じ
た
り
、
困
っ
た
と
き
は
、
お
住
い
の
自
治
体
の
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
等
に
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い(

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８)

。

《
事
例
①
》

　

S
N
S
で
広
告
を
見
た
サ
イ
ト
で
国
産
の
ド
ラ
イ
い
ち
ご
を
注
文
し
た

が
、
届
い
た
商
品
は
外
国
産
で
粒
も
広
告
に
比
べ
て
小
さ
か
っ
た
。
業
者
に

電
話
を
し
た
が
繋
が
ら
な
い
。（
60
歳
代
）

―口座振替と前納について―
　口座振替は、ご指定の金融機関の預金口座から、定期的に国民年金保険料を振替して納付
する方法です。口座振替で納付すると手間がかからず、納め忘れを防ぐことができます。
　また、まとめて前払い（前納）すると国民年金保険料が割引されます。金融機関の窓口や
コンビニエンスストアでのお支払いが困難な方は便利な口座振替をご利用ください。
　なお、一部の金融機関・支店等においては口座振替の取り扱いがない場合がありますので
各金融機関へご照会ください。

【参考】見守り新鮮情報　第 480 号 (2024 年 4 月 25 日 ) 発行：独立行政法人国民生活センター　イラスト：黒崎 玄

《
事
例
②
》

　

S
N
S
で
広
告
を
見
た
サ
イ
ト
で
国
内
の
有
名
店
の
国
産
干
し
柿
が
６
割

引
き
で
出
て
い
た
の
で
注
文
し
た
。
今
日
、
代
引
き
で
届
い
た
が
、
中
身
は

外
国
産
の
偽
物
だ
っ
た
。（
70
歳
代
）

納付方法 年間保険料 毎月納付（現金）と
比較した割引額

口座振替

2年前納（4月～翌々年 3月） 397,290 円 16,590 円
1年前納（4月～翌年 3月） 199,490 円 4,270 円
6 カ月前納
（4月～ 9月、10 月～翌年 3月）

201,440 円
（100,720 円× 2期分）

2,320 円
（1,160 円× 2期分）

早割（当月末日振替） 203,040 円
（16,920 円× 12 月）

720 円
（60 円× 12 期分）

毎月振替（毎月末振替） 203,760 円
（16,980 円× 12 月） ―

現金（納付書）
クレジット
カード

2年前納（4月～翌々年 3月） 398,590 円 15,290 円
1 年前納（4月～翌年 3月） 200,140 円 3,620 円
6 カ月前納
（4月～ 9月、10 月～翌年 3月）

202,100 円
（101,050 円× 2期分）

1,660 円
（830 円× 2期分）

毎月納付 203,760 円
（16,980 円× 12 月） ―

※留意点
・1回あたりの納付額は令和 6年度の金額です。
・割引額は納付書により毎月納付した場合と比較した額です。

⑯市政の窓 2024.6 月号



宇宙科学技術館 ☎ 26‐9244/FAX26‐9245宇宙センターだより★★★★
★★

★★
★★★★ ★★

★★
★★
★★ ★★

★★

（
記
事
の
内
容
は
５
月
９
日
時
点
）

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより
■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225

口の健康を保てていますか？

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
３
号
機
の

打
上
げ
に
つ
い
て

　

先
進
レ
ー
ダ
衛
星
「
だ
い
ち
４

号
」(

Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
‐
４)

を
搭
載
し

た
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
３
号
機
は
、
種

子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
大
型
ロ
ケ
ッ

ト
発
射
場
か
ら
次
の
日
程
で
打
上

げ
予
定
で
す
。

〇
打
上
げ
予
定
日
時

　

６
月
30
日
（
日
）

　

午
後
12
時
６
分
42
秒

　
　

〜
午
後
12
時
19
分
34
秒

〇
打
上
げ
予
備
期
間

　

７
月
１
日
（
月
）

　
　

〜
７
月
31
日
（
水
）

　
「
だ
い
ち
４
号
」
は
、
２
０
１
４

年
５
月
に
打
ち
上
げ
た
陸
域
観
測

技
術
衛
星
２
号
「
だ
い
ち
２
号
」

の
後
継
機
で
あ
り
、
L
バ
ン
ド
合

成
開
口
レ
ー
ダ
を
搭
載
し
ま
す
。

　
「
だ
い
ち
２
号
」
の
高
い
空
間
分

解
能
（
３
ｍ
）
を
維
持
し
つ
つ
、

観
測
幅
を
４
倍
（
２
０
０
㎞
）
に

拡
大
し
、
平
時
に
お
け
る
地
殻
・

地
盤
変
動
な
ど
の
観
測
頻
度
を
向

上
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
発

災
後
の
状
況
把
握
の
み
な
ら
ず
、

火
山
活
動
、
地
盤
沈
下
、
地
す
べ

～加齢とともに口腔機能は低下します～

▲先進レーダ衛星「だいち 4号」

打
上
げ
ラ
イ
ブ
中
継
の
Ｍ
Ｃ
卓
が

科
学
館
に
登
場
！

　

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
試
験
機
２
号
機

の
打
上
げ
ラ
イ
ブ
中
継
に
使
用
さ

れ
た
Ｍ
Ｃ
卓
を
、
３
号
機
打
上
げ

ま
で
の
期
間
限
定
で
宇
宙
科
学
技

術
館
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ラ
イ
ブ
中
継
の
司
会
者
・
解
説

員
に
な
っ
た
気
分
で
、
記
念
写
真

を
撮
影
し
て
み
よ
う
！

▲科学館１Fロビーに登場！

・口が渇く　　・口の中に食べカスが残る　・食べ物をこぼす　・表情が乏しい　・口が渇く　　・口の中に食べカスが残る　・食べ物をこぼす　・表情が乏しい　
・むせる　　　・うがいがうまくできない　・薬が飲みにくい　・痰（たん）がからむ　・むせる　　　・うがいがうまくできない　・薬が飲みにくい　・痰（たん）がからむ　
・口臭がある　・食事に時間がかかる　　　・しゃべりにくい　・固いものが食べにくい・口臭がある　・食事に時間がかかる　　　・しゃべりにくい　・固いものが食べにくい

こんな症状に心当たりはありませんか。こんな症状に心当たりはありませんか。

　「食べる」「話す」などの必要な機能を高めるために、口の体操を日々の習慣にしましょう。ちょっとし
た体操で、舌、唇、頬、のど、あごなどが鍛えられます。
　現在、元気アップ体操と合わせて、『種子島口腔体操』　に取り組んでいる地域が増えています。ぜひ近
くの元気アップ体操をのぞいてみませんか。

◎やってみよう！！『種子島口腔体操』◎やってみよう！！『種子島口腔体操』

パタカラ体操パタカラ体操
★　「パ」は食べ物の取り込み、
　　「タ」は送り込み
　　「カ」は飲み込み
　　「ラ」は噛んだものを丸めこむ

パパパパパパパパ

各８回各８回
　×　　×　
２セット２セット

「パ・タ・カ・ラ」それぞれ各 8回、
できるだけ速く大きな声で発音する
　「パパパパパパパパ」
　「タタタタタタタタ」
　「カカカカカカカカ」
　「ララララララララ」

り
等
の
異
変
の
早
期
発
見
な
ど
、

減
災
へ
の
取
組
に
お
い
て
重
要
な

役
割
を
担
い
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

⑰ 市政の窓2024.6 月号



戸籍の窓
  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
３
月
受
付
分
）

（
寄
附
者
名
）
（
住
所
）

（
故
人
名
）

橋
元　

輝
男

松
畠

橋
元　

ツ
タ
エ

德
永　

タ
マ
子
中
西

德
永　

武
雄

栁　

和
文

武
部

栁　

ミ
ワ

濱
上　

ス
ミ
エ
上
能
野

濱
上　

弘
毅

德
永　

一
成

安
城
上
之
町
德
永　

信
子

飯
田　

ミ
ワ
子
榕
城
中
目

飯
田　

四
郎

宮
下　

喜
代
子
池
野

宮
下　

正
彦

榎
原　

信
一
郎
川
迎

榎
原　

德
子

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
と
し
て

ご
寄
附
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い

ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
た
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

  
健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  
う
ぶ
ご
え
（
〜
5
月
15
日
受
付
分
）

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

お
く
や
み
（
〜
5
月
15
日
受
付
分
）

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

有
山　

空く
う
ご冴

男

祐
亮

詩
織

中
西

二
川　

叶か
な
と都

男

諒

佑
美

小
牧

井
上　

桜お
う
か歌

女

貴
博

淳
美

さ
つ
ま
町

西
江　

皇お
う
き稀

男

健
太

真
紀

美
浜
町

岩
坪　

慧け
い

男

雄
太

麻
里

榕
城
中
目

川
口　

日ひ
な
た向

女

大
志

真
理
奈

榕
城
中
目

奥
本　

康こ
う
き暉

男

光
生

康
子

大
阪
府

  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
末
永
く
お
幸
せ
に
。

  

ご
結
婚
（
〜
5
月
15
日
受
付
分
）

　
（
氏
名
）　　
　
　
（
住
所
）

（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

江
口　

洋
一

72

大
野

前
田　

ヨ
シ

89

東
町

　

原　

ミ
カ

94

湊

小
山
田　

カ
チ
子

95

現
和
下
之
町

平
瀬　

祐
二

62

川
迎

森　

康
德

81

鴨
女
町

平
瀬　

安
雄

74

榕
城
中
目

長
野　
　

二

74

里
之
町

大
草　

ヤ
ス
子

87

生
姜
山

上
妻　

光
夫

87

池
野

江
口　

キ
ミ
子

88

野
木
平

𠮷
田　

春
臣

94

枦
之
峯

下
村　

時
彦

86

川
氏

長
野　

光
雄

83

鴨
女
町

荒
河　

和
人　
　
　

湊

　
　

＆

リ
ブ
レ
パ
ラ
イ
チ
ェ
リ
ー　
　

フ
ィ
リ
ピ
ン

木
原　

知
希　
　
　

上
之
原
町

　
　

＆

宮
田　

玲
緒
菜　
　

鴨
女
町

岩
坪　

利
樹　
　
　

安
城
下
之
町

　
　

＆

田
中　

千
尋　
　
　

古
田
中
之
町

　

市
政
の
窓
５
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

次
の
と
お
り
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

・
４
ペ
ー
ジ
令
和
６
年
度
西
之
表
市
当
初
予
算

「
再
編
交
付
金
」
6
行
目

（
誤
）（
２
４
２
百
万
円
、
９
百
万
円
１
）

（
正
）（
２
４
２
百
万
円
、
９
１
百
万
円
）

・
５
ペ
ー
ジ
令
和
６
年
度
西
之
表
市
の
再
編
交

付
金
予
定
事
業
一
覧

（
追
加
）
政
策
：
社
会
基
盤
・
環
境

事
業
名
称
：
あ
っ
ぽ
〜
ら
ん
ど
施
設
整
備
事
業

カ
ヌ
ー
体
験
（
下
西
小
）

　

５
月
16
日
（
木
）、
下
西
小
学
校
５
年

生
の
児
童
が
宿
泊
学
習
の
一
環
と
し
て
、

西
京
ダ
ム
で
カ
ヌ
ー
体
験
を
実
施
し
ま
し

た
。
カ
ヌ
ー
は
カ
ヤ
ッ
ク
と
比
べ
、
バ
ラ

ン
ス
を
取
る
こ
と
も
操
縦
す
る
こ
と
も
難

し
い
も
の
で
す
が
、
児
童
た
ち
は
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
の
職
員
に
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
上
手
に
ス
イ
ス
イ
と
漕
い
で
い

き
ま
す
。
大
人
た
ち
の
方
が
苦
戦
し
て
い

る
様
子
も
。
児
童
の
吉
元
貫
さ
ん
は
「
初

め
て
の
カ
ヌ
ー
は
難
し
く
、
バ
ラ
ン
ス
を

崩
し
て
落
ち
て
し
ま
っ
た
け
ど
、
慣
れ
て

き
た
ら
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
ま

し
た
。

⑱市政の窓 2024.6 月号



マ
エ
ス
ト
ロ
小
澤
征
爾
逝
き
ま
せ
り
お
別
れ
タ
ク
ト
世
界
が
振
り
ぬ

薫
風
大
き
な
口
で
受
け
止
め
て
赤
白
黄
色
青
空
に
泳
ぐ

肥
料
商
を
亡つ

ま夫
か
ら
我
に
継
ぎ
来
た
る
想
い
出
ず
っ
し
り
顧
客
の
名
簿

里
帰
り
た
と
え
苗
字
は
変
わ
っ
て
も
娘
は
娘
元
気
で
よ
か
っ
た

穏
や
か
に
ひ
び
く
七
時
の
チ
ャ
イ
ム
聞
く
職
退
き
し
朝
真
白
き
四
月

三
月
に
田
植
始
ま
る
種
子
島
大
鷺
数
羽
の
ど
か
に

さ
わ
や
か
な
塩
ら
っ
き
ょ
う
箸
す
す
み
い
つ
し
か
我
も
島
人
と
な
り

桜
散
る
綺
麗
に
す
る
人
日
々
大
変
ね
ぎ
ら
い
声
に
汗
か
き
笑
顔

い
た
だ
き
し
手
作
り
の
味
噌
そ
の
味
は
亡
母
の
作
り
い
し
か
の
味
に
似
て

天
見
れ
ば
月
煌
煌
と
地
を
見
れ
ば
大
木
の
影
墨
絵
の
ご
と
し

見
守
し
藤
の
大
木
大
切
に
見
事
に
咲
か
す
労
は
惜
し
ま
ず

畏
く
も
可
愛
も
な
れ
ぬ
女
な
り
焚
き
火
た
き
つ
つ
炎
と
遊
ぶ

梅
雨
寒
に
重
ね
る
一
枚
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
母
に
ゆ
ず
り
て
も
ど
り
し
遺
品

春
疾は

や
て風

高
校
球
児
の
攻
防
に

桜
散
り
ほ
こ
ろ
ぶ
笑
顔
も
新
し
き

花
の
こ
ろ
バ
ッ
タ
リ
道
で
会
う
友
よ

桜
が
丘
・
岩
坪　

純
子

千
葉
県
・
小
山
田　

操

天
神
町
・
川
﨑　

正
子

静
岡
県
・
久
保
下　

キ
ヨ
子

古
田
中
之
町
・
栗
﨑　

和
子

南
種
子
町
・
佐
伯　

圭
子

中
西
・
新
藤　

富
美
惠

宮
崎
県
・
長
友　

幸
憲

東
町
・
日
髙　

房
子

中
西
・
宮
村　

ノ
シ
子

納
曽
・
山
﨑　

雅
惠

本
立
・
吉
永　

タ
ツ
子

中
野
・
𠮷
原　

三
保
子

中
野
・
鏑
木　

康
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
ち
ひ
ろ

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
よ
う
こ

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
（
連
絡
先
は

裏
面
に
記
載
）
へ
10
日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご

連
絡
先
を
明
記
の
う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
、

一
人
一
点
と
さ
せ
て
頂
き
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ

れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

［火　災］
出火件数　1件
うち建物　1件
［救　急］
出動件数　38件
うち急病　22件

4月分
火火災・救急災・救急

暮らしの窓
発生件数　   2 件
死 者　   0 人
負 傷 者　   2 人

5月 10日現在
（R6年累計）

交交通事故通事故（人身事故）
校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,531 3,848 7,379 3,993
上西 226 228 454 264
下西 1,056 1,004 2,060 1,195
国上 446 475 921 541
伊関 174 192 366 216
安納 168 178 346 195
現和 516 546 1,062 622
安城 144 126 270 159
立山 46 38 84 49
中割 34 31 65 47
古田 161 184 345 189
住吉 368 431 799 471

［校区別］

［人口］
全体 14,151 人（＋ 189）
男性 6,870 人（＋ 125）
女性 7,281 人（＋ 64）
［世帯数］
7,941 世帯（＋ 155）
（　）内の数字は前月比

4月末現在
人人口・世帯口・世帯

青果状況【4月】

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根菜類 1,037 331 1,364 400
葉茎菜
　　類 570 113 2,871 526

果菜類 819 354 1,014 368
その他 3,853 731 1,071 225
小 計 6,279 1,529 6,320 1,519

果
物
類

かん
きつ類 4 0 708 70

果瓜類 0 0 37 10
その他 579 629 313 96
小 計 583 629 1,058 176

鳥 卵・　　
加 工 品 等 109 62 468 162

花　類 17,289
本 575 0

本 0

区　分 島内産 島外産
入荷量
15トン

7トン
（47％）

8トン
（53％）

取引額
466万円

280万円
（60％）

186万円
（40％）

　野菜・果物・花類の出荷をご希
望の方は、種子島公設地方卸売市
場をご利用ください。
《6月の休み》
2日・5日・9日・12日・16日・19日・
23日・26日・30日

■問合せ先
種子島公設地方卸売市場
☎ 22‐0216

6 月 当番スタンド

2日 種子島石油㈱（鴨女町）

9日 ㈲和人組（上石寺）

16日 ㈱有馬石油店（西町）

23日 ㈱三栄石油商会（天神町）

30日 種子島石油㈱（鴨女町）

ススタンドタンド
　　　　日曜日当番表　　　　日曜日当番表

広告広告 日昇製糖工場

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

⑲ 市政の窓2024.6 月号



［
発
行
］
西
之
表
市
役
所
　
〒
891-3193　

鹿
児
島
県
西
之
表
市
西
之
表
7612

［
編
集
］
総
務
課
秘
書
広
報
係
　
TEL0997-22-1111　

FAX0997-22-0295

[印
刷
]

株
式
会
社
 種
子
島
新
生
社
印
刷

☎
0997‐

22‐
0476

[ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 ］
h
ttp
://w

w
w
.city.n

ish
in
o
o
m
o
te.lg

.jp
/

[メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
 ］
in
fo
-w
eb
@
city.n

ish
in
o
o
m
o
te.lg

.jp

この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。

広
告
の
ひ
ろ
ば

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

19
Ｐ
か
ら
続
く

参加者
募集!

きょうどたんぼう

種

子島

種

子島

市内
史跡めぐり

など

■主催  特定非営利活動法人郁英会
　〒891-3222 西之表市国上2424　電話（代表）・FAX 0997-28-3012
　 https://www.ikueikai-tanegashima.or.jp

■お申し込み・お問合せ先　特定非営利活動法人 郁英会
　　　　　　　　  　　電話 0997-28-0015  担当者 ： 森

史跡
な

お申し込み

柳原
ヘゴ林散策

など
99

9月21日
土曜日

2024年

6月1日
土曜日

9:30～15:009:30～15:00

2024年
それぞれ25名5月20日（月）～5月26日（日）

※飲み物、おやつ持ち込み自由。

島内の小・中・高校生
西之表市市民会館 玄関前

無料（参加者のみ昼食付き）
動きやすい服装、帽子、運動靴、水筒タオル2～3枚

※保護者の
　承諾必須。

201回目

2202回目

創
業
西
暦
1
9
0
3
年

https://takasakishuzo.online

㎖㎖

令
和
六
年
熊
本
国
税
局
酒
類
鑑
評
会

「
優
等
賞
」受
賞

「
優
等
賞
」受
賞

「
優
等
賞
」受
賞

お
買
い
求
め
は
お
近
く
の
販
売
店
さ
ん
で
。・
飲
酒
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う

お陰様でお陰様で
受賞しました受賞しました
お陰様で
受賞しました

しまかんろ
開
店
祝
い
や
事
務
所
開
き
の

  益々繁盛  益々繁盛
（4500㎖）（4500㎖）ボトルボトル
　  発売　  発売中中!!

  益々繁盛
（4500㎖）ボトル
　  発売中!


